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大森　英一

過
疎
化
対
策
の�

　
　
年
次
計
画
は

「
協
働
」で
ど
ん
な�

　
結
果
を
だ
せ
る
か

大
森
　
国
か
ら
入
る
べ
き
交

付
税
が
大
幅
減
額
と
な
り
、

先
般
の
十
七
年
度
決
算
以
来
、

議
会
と
し
て
も
相
当
な
危
機

感
を
も
っ
て
い
る
。
執
行
部

で
は
十
九
年
度
予
算
の
あ
ら

ゆ
る
分
野
を
見
直
し
、
一
般

会
計
予
算
総
額
を
前
年
比

二
・
五
％
減
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
努
力
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
実
質
公
債
費
比
率

が
二
十
四
・
五
％
と
い
う
厳

し
さ
で
あ
る
。
平
成
十
九
年

度
が
起
債
償
還
の
ピ
ー
ク
で

あ
る
こ
と
、
七
月
の
参
議
院

選
挙
が
あ
る
為
、
国
の
方
針
、

取
分
け
消
費
税
が
定
ま
ら
な

い
こ
と
等
、
町
の
収
入
で
あ

る
地
方
税
の
見
通
し
が
つ
か

な
い
こ
と
か
ら
、
リ
ス
ク
を

回
避
し
、
後
年
度
負
担
の
平

準
化
を
図
る
た
め
、
大
型
事

業
が
重
な
ら
な
い
様
、
「
こ

し
き
保
育
所
」
改
築
工
事
の

施
工
時
期
を
ず
ら
す
べ
き
で

は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
町

長
の
所
見
は
ど
う
か
。

町
長
　
十
九
年
度
事
業
は
計

画
通
り
と
し
、
こ
し
き
保
育

所
改
築
工
事
は
十
九
年
度
に

施
工
す
る
。
財
政
計
画
の
見

直
し
と
し
て
、
平
成
二
十
年

度
か
ら
二
十
二
年
度
で
は
事

業
費
を
年
間
四
億
円
以
下
に

抑
制
し
、
同
時
に
借
入
額
の

抑
制
と
あ
わ
せ
て
、
借
入
金

の
繰
上
償
還
に
努
め
る
。
平

成
二
十
年
度
以
降
分
は
財
政

計
画
を
基
本
と
し
、
後
年
度

に
大
き
な
負
担
が
残
ら
な
い

よ
う
運
用
し
て
い
く
。

���

大
森
　
過
疎
化
に
追
い
討
ち

と
な
る
自
治
体
格
差
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
。
国
は
交
付
税

算
定
基
準
を
人
口
十
、
面
積

１
と
す
る
新
型
交
付
税
を
打

ち
出
し
て
き
た
。
面
積
の
大

小
よ
り
、
人
の
多
い
と
こ
ろ

に
交
付
税
を
多
く
配
分
す
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
地
方
の
人
は
働
き
場
所
を

求
め
て
、
都
市
部
へ
流
れ
る

こ
と
か
ら
、
都
市
部
に
は
よ

り
手
厚
く
な
り
、
伯
耆
町
は

不
利
と
な
る
。

　
そ
の
上
、
今
ま
さ
に
六
十

㎏
五
千
円
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
米
が
輸
入
さ
れ
る
か
ど
う

か
の
瀬
戸
際
で
あ
る
。
そ
う

な
れ
ば
伯
耆
町
の
農
家
は
全

滅
し
、
過
疎
化
に
拍
車
が
か

か
る
。
町
長
は
、
国
の
政
策

に
怒
り
の
声
を
上
げ
る
と
共

に
、
過
疎
対
策
を
「
い
つ
」

「
だ
れ
が
」
「
ど
の
よ
う
に

や
る
か
」
明
ら
か
に
す
べ
き

だ
が
、
ど
う
か
。�

町
長
　
平
成
十
九
年
度
に
二

部
・
日
光
地
区
の
協
力
で｢

地

区
活
性
化
事
業
」
を
モ
デ
ル

的
に
取
り
組
み
、
地
域
経
営

の
あ
り
方
を
模
索
す
る
。
こ

れ
ら
の
結
果
を
踏
ま
え
た
上

で
、
早
急
に
、
伯
耆
町
版
の

地
域
自
立
に
向
け
た
基
本
的

な
方
向
性
や
本
格
的
な
体
制

作
り
を
手
が
け
る
。

��

大
森
　
「
協
働
」
の
企
画
立

案
は
で
き
た
が
、
実

行
体
制
が
伴
っ
て
い

な
い
。

　
職
員
の
士
気
の
醸

成
、
各
課
横
断
的
に

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
が

で
き
る
機
構
が
不
可

欠
だ
が
、
対
策
は
。

町
長
　
役
場
職
員
が

こ
れ
ま
で
以
上
に
地

域
に
飛
び
込
み
、
住

民
と
積
極
的
に
話
し

合
い
「
現
場
で
考
え
、

現
場
で
実
行
す
る
」

こ
と
を
促
し
、
多
様

性
と
創
造
性
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す
。
地

域
住
民
の
リ
ー
ド
や
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
で
き
る
能
力
を
育

成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
町
全
体
の
協
働
を
推

進
す
る
総
合
調
整
機
能
や
庁

内
の
横
断
的
な
連
絡
調
整
機

能
が
必
要
で
あ
り
、
主
要
施

策
と
し
て
取
り
組
む
。



プ
ロ
ジ
ェ
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プ
ロ
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ク
ト
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上
げ
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早
急
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引
き
続
き
設
置
を
検
討

長
谷
川
　
三
位
一
体
改
革
に

伴
っ
て
、
厳
し
い
財
政
運
営

は
十
分
承
知
し
て
い
る
。
反

面
、
「
町
民
は
何
を
我
慢
す

る
の
か
。
」
「
い
つ
に
な
っ

た
ら
明
る
さ
が
見
え
て
く
る

の
か
。
」
こ
の
ま
ま
で
は
、

町
民
の
不
安
や
不
満
が
益
々

増
大
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
の
で
、
次
の
点
に
つ
い
て
、

町
長
の
考
え
を
伺
う
。

長
谷
川
　
①
総
合
計
画
等
の

随
所
に
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
取
り
組
む
と
な
っ
て
い
る

が
、
現
在
稼
働
し
て
い
る
も

の
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
今

後
の
予
定
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

町
長
　
十
八
年
度
に
設
置
し

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は

｢

溝
口
駅
前
開
発
整
備
Ｐ
Ｔ｣

と
「
ブ
ラ
ン
ド
育
成
の
調
整

・
検
討
作
業
チ
ー
ム
」
を
設

け
て
い
る
。

長
谷
川
　
②
分
権
化
時
代
は

企
画
力
の
競
争
で
、
忙
し
い

担
当
課
ま
か
せ
で
は
後
手
に

回
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。

そ
こ
で
専
門
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
活
用
は
有
効
な
手
段
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

町
長
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
方
式
は
組
織
を
ま
た
が
る

調
整
や
協
議
の
時
間
を
削
減

し
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
対
応

を
す
る
た
め
の
有
効
な
手
段

と
考
え
て
い
る
。

長
谷
川
　
③
チ
ー
ム
編
成
に

当
っ
て
は
、
町
長
自
ら
の
人

事
で
、
メ
ン
バ
ー
及
び
チ
ー

フ
を
任
命
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

町
長
　
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
に
よ

る
チ
ー
ム
の
設
置
だ
け
で
は

な
く
、
現
場
の
意
見
が
反
映

で
き
る
よ
う
工
夫
を
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
チ
ー
ム
の
職
員
構

成
を
決
定
す
る
に
当
っ
て
は
、

私
の
指
示
で
設
置
す
る
場
合

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
現
場

か
ら
要
望
に
よ
る
設
置
の
場

合
で
あ
っ
て
も
、
適
材
適
所

の
人
員
配
置
に
な
る
よ
う
必

要
に
応
じ
て
指
示
し
た
い
。

町町町 政政政
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長谷川　盟

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

　
　
　
　
　  

活
用


